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実地研修：検疫所

Day1 水際での感染症対策 -港湾検疫と有事対応-
武漢チャーターオペレーション・緊急プロジェクトの舞台裏

福岡検疫所 検疫衛生課長 井手 一彦 先生

株式会社ANA総合研究所 顧問 清水 信三 先生

ANAホールディングス グループ総務部 岩崎 章治 先生

感染症研究所研究企画調整センター 船木 孝則 先生

ダイヤモンド・プリンセス号対応とリーダーシップ
神奈川県健康医療局 医務担当部⻑ ⼭崎 元靖 先⽣

感染症危機管理リーダーシップ研修

（寄稿）企画戦略局 研究医療部 研究開発連携室 佐藤 瞳

2025年2⽉20⽇〜2⽉21⽇、感染症危機管理リーダーシップ研修では、検
疫に関する研修が⾏われました。感染症の国内流⼊防⽌を担う検疫所の実務を
学び、有事の際の実際の対応について学びました。

検疫所の基本業務から、COVID-19における武漢便、⽻⽥空港、成⽥空港での実際
の対応について講義が⾏われました。船舶と航空機の違いについても⾔及されました。
クルーズ船は数千⼈規模の乗客を乗せる⼀⽅で、航空機は頻繁に移動するため感染症
発⽣時の対応の仕⽅が異なります。検疫所は⼊管（⼈の管理）や税関（荷物の管理）
と連携しながら、⽔際対策の最前線として機能しています。特に、検疫済証の発給・
失効が運航に直接影響を与えるため、判断の正確さと迅速さが求められます。
航空業界におけるリスク管理と危機対応について講義が⾏われたのち、実

際に航空機に乗って現場に向かった船⽊医師から現場リーダーシップの実際
について講義が⾏われました。5便で計828名の邦⼈を帰国させるという未曽
有のミッションに際し、情報が限られている中での事前シュミレーション、
現地の情報収集と共有、現場での臨機応変な対応とその場での判断の重要性
について語られました。

⼭崎医師による、ダイヤモンド・プリンセス号での現場対応に関するご講演で
は、想定外の危機的状況下で、いかにリーダーシップを発揮するかというテーマ
について、⼤変具体的な⽰唆をいただきました。⼭崎医師が語られた、「多⾓的
な情報が集約され、否応なく俯瞰的な視野を持たざるを得ない⽴ち位置に、偶然
⾃⾝が置かれることがある」という⾔葉は、リーダーの役割の本質を突いている
と感じました。
また、現場で尽⼒してもなお、「⽇本の恥」といった厳しい報道や世界中から

の⾮難に晒されるという、精神的な負荷の⼤きさも率直にお話しいただきました。
この経験から得られた「批判への覚悟」と「⼼理的ケアの重要性」という教訓は、
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羽田空港検疫所の視察

机上演習
川崎市健康安全研究所 三崎 貴子 先生

Day2 羽田空港検疫所の現場体験と机上演習が行われました。

総合討論

和⽥耕治次⻑が加わり、フロアとの活発な意⾒交換が⾏われました。

保健所⻑の⽴場から、感染症危機時にリーダーシップを発揮する訓練が⾏
われました。
情報は１つずつ開⽰され、何時までに誰に連絡をし、どう対応を⾏うか、

没⼊型のシナリオが展開される演習となりました。

前例のない事態に⽴ち向かう際の⼼構えとして⾮常に重要です。
危機対応の極限の状況で得られた知⾒は、平時の業務における課題や、予期せ

ぬ困難に⽴ち向かう姿勢にも通じるものであり、⼤変学びの多いご講演でした。


